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 これまで中学校社会科｢身近な地域の調査｣単元では、映像メディアを活用した授業はほとんど行われて
いない。行われていてもそれは、フィールドワークの際、インタビューの様子をビデオカメラで撮影する
調査の記録方法にとどまっているのが現状である。筆者は、映像メディアの特性を考察した上で、映像制
作活動を身近な地域で行うことで、地域に対する見方が深まると考える。そこで、本研究では、中学校社
会科｢身近な地域の調査｣単元において映像制作活動の有用性を明らかにすることを目的とする。 
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 これまで社会科の学習では、映像メディアを活用した
映像制作活動の実践報告はない。学校教育の現場では、
総合的な学習の時間を用いて映像制作活動を行うこと
はあるが、社会科の枠組みに映像制作活動を取り入れた
実践事例はない。それは、社会科の中に映像制作活動を
位置づけることが以下の理由から難しいため、実践が行
われていないと考える。 
 映像制作活動は専門的なスキルが求められるため教
科の枠組みで行うと時間的な制約がかかること、わざわ
ざ映像制作活動を社会科の時間をつかう必要性がない
ことが考えとして挙げられる。そもそも中学校の社会科
の授業は、座学の授業が中心となる傾向が強く、教科書
や資料集といった文字メディアからの知識を獲得する
ことに終始している1。外池(2007)は、教科書などの知
識について二次的に加工・再構成された｢叙述化した知
識｣であると述べている。筆者は、｢叙述化した知識｣に
偏ることのない社会科の授業開発を目指すために｢身近
な地域の調査｣単元の授業開発を行うことにする2。 
 本論では、映像の効果と映像制作活動を社会科で行う
意義を考察した上で、｢身近な地域の調査｣単元の授業開
発を行い、そこから得られる知見を明らかにする。 
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 映像の特性には、非言語的な側面を視聴者が受け取れ
ることがある。水越(2002)3は、映像の特性についてテ
レビを取り上げ、次のように述べている。 
 
 新聞など文字による情報以上に、映像はそれ自体
に多くの情報が含まれており、多様な見方ができる
ことがわかります。もちろん一つの映像が担ってい
る主要な意味（多くの人が中心的に受け取る内容）
というものがあり、その映像を離れて、無関係な内
容が人々に伝わるというわけではありませんが、こ
とばにしきれないイメージというものをテレビは
伝えているのです。 

 
 このように、映像は多くの情報を含んでおり、その情
報を読み解いていくことで、その映像に対して多様な見
方を養うことができる。 
 以上のことから、ビデオカメラで撮影した映像を見る
ことで、インタビューや静止画では伝えきれない相手の
表情や口調から人柄などの非言語的な多様な情報も読
み取ることができる。 
 前述の水越の見解に加えさらに、柳4は、映像は様々
なメディアの中でも情報量が多い点が特徴の一つと述
べている。以下、筆者が柳に行った取材内容を記述する。 
 映像のワンシーンを見ることで、映像に出演している
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人と取材する人との人間関係がどうであるのか、店構え、
店主の人柄、店と主人のかかわり方、具体的にはどのよ
うな客が来るのか、年齢層や客の様相、主人と客の関係
性など映像から様々なその出演者の背景を考えさせる
ことができる。そのことから、柳は「映像とはニュアン
スのメディアである」と表現している。映像の特性は、
先述したように言語的な側面だけではなく、非言語的な
側面を多くとらえられることだと考える。以上のような
ことから、「身近な地域の調査」において、ビデオカメ
ラといった映像メディアを活用することで非言語的な
側面を捉えることができるのではないだろうか。社会科
｢身近な地域の調査｣単元において、映像メディアを活用
するには、フィールドワークの際、映像メディアを用い
て生徒が撮影をすることが効果的と考える。 
 これまで、映像メディアを活用することは、映像の特
性から有効であると述べてきた。しかし、｢身近な地域
の調査｣単元において、映像を見るだけに終わりにして
いいのだろうか。映像メディアを活用して制作すること
によって、新たな効果をもたらすと考える。以下、｢身
近な地域の調査｣単元で映像制作活動を行うことで得ら
れる意義を述べる。 
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 映像制作活動を身近な地域で行うことで、身近な地域
の見方を深めることができると考える。山口5(1999)は、
身近な地域の見方を深めるとはどういうことなのか、以
下のように述べている。 
 
 生活空間の周辺に存在する人物や各種事象につ
いては誰もが何らかの知識を持ち合わせているし、
たとえ未知の事柄でも関連資料を見れば容易に知
識を得ることができる。しかしそれだけでは、素材
の背景にひそむ要因や他の素材との関連性を認識
したことにはならない。 

  
 つまり、身近な地域にあるものは、わかっているよう
でわかっていないことがあることから、教科書や資料集
などから知り得た知識だけにとどめておくのではなく、
実際に足を運んで、自分の目で見て聞いてその知識に関
することを確かめ、知識の背景にあるものとの関連性を
見いだすことで、地域の見方を深めることができると解
釈することができる。安井実践6ではこれを｢実感が伴っ
た知識｣と述べていたが、ここでのわかっているようで
わかっていないこととは同じ意味を含んでいると考え
る。そのわかっているようでわかっていないことを調べ
確かめる手段として映像制作活動は、効果的である。以
下、映像制作活動の行程ごとにその効果を述べる。 
 まず、｢企画｣では、映像を通じて伝えたいことはどの

ようなことなのか、具体的にどのような映像にしたいの
か、決めるために企画書作成が行われる。主に、企画書
に記入すべきことは、映像のテーマ、企画意図、内容・
構成、活動に必要なこと(どこに取材するか)などが挙げ
られる。 
 映像制作活動を身近な地域で行うときに、企画書作成
を通して、何のために映像を撮るのかが明確になる。例
えば、地域の漁業について映像制作を行うとしよう。地
域の漁業を取り上げるにしても、水揚げされる魚はどの
ようなものがあるのか、漁業に携わる人たちの工夫を取
り上げるのか、漁業の後継者問題を取り上げるのかとい
うように漁業に関することはさまざまであり、一言で漁
業といってもその背景は沢山ある。企画をすることで、
漁業の何に注目するのかを考えなければならない。企画
書を書くことで生徒は地域の漁業の何を伝えたいのか
を明確にすることができ、伝えたいテーマに沿って活動
を行うことができる。また、映像制作をする上で、誰に
取材をすればいいのかも検討できるので、活動の見通し
を企画書作成で立てることができる。 
 次に、｢撮影｣を身近な地域で行うことで地域の事象に
ついて意識して見ることができる。以下、人の目で見る
こととビデオカメラで撮ることの違いについて林・倉田
7(2005)の文章を引用し、そこから地域の事象を意識し
て見ることができる理由を述べる。 
 
 私たちは、モノを観察するとき見入ったり、見つ
めたり、見回したりします。しかし、｢見ている｣こ
とを感じさせない優秀なオート機構を体に備えて
います。 
 ｢ビデオカメラで撮る｣という行為は、このような
優秀なオート機構を通じて、｢どのように、モノを
見ているのか｣を考えることなのです。 

 
 上記のように、人の目は、モノを観察するときに、無
意識に色々なモノを見ることができるが、ビデオカメラ
では無意識に色々なモノを撮影することはできないの
である。ビデオカメラで撮影するときは、ビデオカメラ
の性質上、何を撮ろうとしているのかを明確にしなけれ
ば何を伝えたいのかわからない映像になってしまう。以
下、引き続き地域の漁業を具体例として出す。地域の漁
業を撮影するときに、魚屋で働く人の仕事の様子を撮影
することになったとしよう。仕事の様子を伝えるために
はどうすればよいか。店の前から店全体を撮っているだ
けでは働いている様子はわからない。そこで、魚をさば
く様子を撮影したり、接客を行っている様子を撮影した
りする。魚をさばく様子を撮影するにしても、魚をアッ
プにして撮影するのか、魚を切っている人も映像に収ま
るようにして撮影するのか、カメラアングルやカメラサ
イズを考えることで撮影対象を意識化して捉えること
ができる。 
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 また、撮影は、企画書のテーマをもとにして行われる。
魚屋で働く人の仕事の様子を撮るときも、どのようなカ
ットがほしいのか考えることで、同時に、ほしいカット
とそうでないカットを考えることができる。それは、ほ
しいカットとそうでないカットを見極めることで、より
対象を細かく見ることができると考えることもできる。 
 以上のことから、地域の事象に対して意識してみるこ
とができることから地域への見方が深くなると考える。 
 撮影には、そのほかにも小川8(2005)は、撮影するこ
とによってもたらされる効果を取材した人の談話から
以下のように紹介している。 
 
 カメラを持って私は変わったね。私はそれまで何
かと遠慮しがちだったのだけれど、ビデオカメラが
あるといろいろな人に話が聞ける。カメラを持つ前
は、どうも身内だけで考えて悩んでいたような気が
する。それが映像で活動を撮影して、放送してもら
う。つまりみんなに見てもらうという目的を持った
ら、いろいろな人のところに行って、話ができて、
その後の活動に参加してもらったりもできる。ほん
とうに不思議やね。このビデオカメラってやつは。 

 
 上記は、ビデオカメラを持って撮影することで、人と
人との距離が縮まるという事例である。もちろん、ビデ
オカメラで撮影される側は、カメラを回されることで緊
張してしまうこともあるかもしれないが、少なくとも撮
る側には変化が生じる可能性があることがわかる。生徒
が地域の人を取材するときも、映像を撮るという大義名
分があることから、積極的に地域の人と関わることがで
きると考える。 
 例えば、魚屋の人の仕事の様子を撮影する場合を考え
て見よう。まず、生徒は、どのような趣旨の映像にした
いのか話を魚屋の人に持ちかけるであろう。そこで、両
者で話し合うことで意思疎通を図る。撮影を通して、両
者に撮影をやり遂げるという一つの目的意識が芽生え、
生徒は魚屋の仕事について深く知ろうとするだろう。そ
れは、生徒と地域の人とのコミュニケーションを深める
と同時に、魚屋の仕事について知ろうとする姿勢から地
域に対する見方を深めることにも通じると考える。 
 次に、｢編集｣の効果を考える。生徒は撮影を行ったも
のを教室に持ち帰って編集を行う。編集は、撮影した映
像を確認することから始まり、映像をつないで映像に意
味を持たせていく活動である。林・倉田(2005)は、編集
について以下のように述べている。 
 
 ワンカットだけの映像は、それ自体では幾通りも
の見方(読み方)が可能です。犬が 1 匹歩いているワ
ンカット映像を例にしましょう。ただの犬(生物とし
て)と見る人もいれば、可愛いと思う人もいます。犬
にかまれた経験がある人は、そのときのことを思い

出して｢こわい｣と思うかもしれません。｢権力の犬｣
という言葉を連想する人もいるでしょう。これは、
言葉の表現でも同じで、｢犬｣という言葉からはさま
ざまな連想が可能であり、個人によって意味が変化
していきます。意味に多義性があるわけです。 
 このワンカットの映像を複数つなぎ合わせるこ
とで、新たな意味を発生させていくことが｢編集｣で
す。 

 
 上記のように、林・倉田は、映像はカットとカットを
つなぎ合わせていくことで、新たな意味を発生させてい
くと述べており、ワンカットだけの映像ではいくらでも
解釈することができるという9。このカットをつなぎ、
意味を持たせていくことは、身近な地域の撮影をしたと
きに以下のような理由から重要であると考える。具体例
を出す。生徒は、編集の行程にたどり着くまでに、撮影
の行程を通して、地域の人と接することで地域の漁業に
ついての考え方を聞くこともあるであろうし、様々なも
のを撮影してくるだろう。その撮影した映像は、編集す
るときに、取捨選択しなければならない。あらかじめ決
められた映像時間があるため、撮影した映像を全て使う
ということはできないからである。あらかじめ 5 分の
映像作品を制作すると指定してあるとすれば、その 5
分間の間に伝えたいことを伝えるために、映像を取捨選
択しなければならない。その映像の取捨選択によって、
生徒が何を伝えたいのか、伝えるためにどの映像を使い、
つなげるのか考えることになる。地域の漁業を伝えるた
めに、魚屋で働く人の様子から仕事への思いを映像で伝
えようとするのであれば、インタビューの映像と仕事の
様子を効果的に織り交ぜることで仕事への思いが伝わ
るようにする工夫が必要であろう。 
 この編集の行程では、自分が伝えたいことと照らし合
わせながら、見てきたことを再構成して映像に意味を持
たせることに意義がある。それは、身近な地域を撮影対
象にすることで、生徒が撮影等を通して見てきた地域を
生徒なりの見方で再構成することになる。この再構成に
よって、地域への見方が深まると考える。映像制作活動
は、誰かに何かを伝えることでもあり、地域のことを発
信する立場に生徒が立つことで、地域の魅力とは何だろ
うか、地域の問題はなんだろうか、といったことを深く
考えることができるようになると考える。 
 最後に、｢上映会｣の効果について考察する。映像制作
活動の集大成として映像の視聴がある。映像の視聴を通
して、生徒は他の生徒が制作した映像作品を見て、感想
を言い合う。映像に関する感想を言い合うことで、多様
な地域の視点を養うことができる。例えば、同じ漁業に
関することを映像作品にしても、漁業の跡継ぎ問題を映
像のテーマにしたものと、地域で取れる魚にはどのよう
なものがあるのか、とでは漁業のとらえ方が違うことか
らそれぞれの映像作品を見ることで、漁業への見方が深
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まると考える。映像には非言語的な側面を捉える効果が
あることから、多様な見方が可能である10。それに加え、
映像制作活動には編集の行程が入っていることから、生
徒の地域への見方がその完成した映像作品には含まれ
ている。 
 以上のような映像制作活動の特性から、身近な地域に
おいて映像制作活動を行うことで、地域の見方が深まる
と考える。 
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 ｢身近な地域の調査｣単元では、教科書記述に頼るだけ
でなく、自らの目で見て聞くことで既習の知識を実感の
伴った知識へと深めることができる単元であることか
らフィールドに出る地域の学習は重要である11。そこで、
フィールドに出た際、調査方法の一つとして映像制作活
動を取り入れる授業を提案する。以下、関連する 3 つ
の先行研究について検討する。 
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 日原(2007)12はフィールドに出る地理学習を強く主
張しており、｢注意深く地域を観察して、そこから多く
を学ぶことが地理学習｣であると述べている。日原はフ
ィールドに出る地理学習を身近な地域の学習の中で取
り入れている。日原実践では、東京の下町の 0ｍ地帯が
フィールドとなっており、地下鉄の入り口に着目させ、
その入り口には 2 つのタイプがありその違いで地形を
推測できるという仮説、その検証方法、作業による証明
という地域を調べるための学習過程が含まれている。 
 日原実践では、防災というその地域で生活する上では
欠かせない問題を切り口にして地域を見つめる視点が
できている。しかし、駅の入り口をつくっている人や過
去に高潮被害にあった人の話を聞くなど人に着目した
活動がフィールドに出る際に盛り込まれていない。当事
者から話を聞くことで、地域で生活する中で防災に関す
る意識をより高めることができたのではないかと考え
る。筆者は、そこで身近な地域の調査方法で、人に着目
した映像制作活動を取り入れることを提案する。先にも
述べたが、映像制作活動をすることによって非言語的な
側面をとらえる効果がある。「身近な地域の調査」単元
において映像制作活動を取り入れることで、地域の非言
語的な側面をとらえることができると考える。とりわけ、
社会科で人に注目する必要性を藤森(2008)13は以下の
ように述べている。 
 
 社会科は、人間の社会的な営みについて学ぶ教科
である。しかし、「もの」「こと」を主語にすると、
抽象的・建前論で終わってしまうことも往々にして
ある。そこで、学習問題を「人」とすると、次のよ
うな効果がある。例えば、「なぜこの忙しい時期に

お祭りがあるのだろうか？」というより、「実行委
員長の○○さんは、なぜわざわざこの忙しい時期に
お祭りをすることにしたのだろうか？」とすると、
人物の願い・努力・工夫に具体的かつ鋭く迫ってい
くことができる。また、これによって、その人物へ
の共感的理解を生み、自分の生き方を見つめ直すこ
とにもつながっていく。 

 
 このことから人に注目した学習が重要であるという
ことが理解できる。さらに映像制作活動を取り入れるこ
とができれば、非言語的な人の雰囲気や動き、しゃべり
方などを抑えることで親しみが湧き、地域の人への関心
を高め、そこから地域に参画する態度を養うことができ
ると考える。映像制作活動を行うことによって非言語的
な側面を捉えることは、地域への共感的理解を促すこと
にも関わるのではないかと考える。日原実践からは、生
徒にとって身近な事例をフィールドワークで扱う有用
性と非言語的側面の獲得に着目した授業づくりを検討
する必要性が日原実践の検討から示唆された。 
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 次に、高校放送部の実践について述べる。この実践は、
地域を対象にして映像制作活動を行うことによって、地
域に対する｢気づき｣を得ることができたことが注目す
べき点である。以下、実践の紹介をして検討を加える。 
 長野県にある大町北高校では、放送部の活動を通して、
映像制作活動を行っている高校として有名である。当時
の顧問の林14は、生徒にメディアの｢受け手｣でなく｢送
り手｣としての視点を持たせることを目的として、放送
部の活動を行った。 
 昭和 62 年、長野県立大町北高校放送部が制作したビ
デオ｢よみがえれ青木湖｣は、当時タブー視されていた青
木湖減水問題にメスを入れるドキュメンタリー作品で、
その年のＮＨＫコンクールでも優勝している。 
 大町にある青木湖は、冬の期間、昭和電工の発電用水
の取水によって最大21メートルも減水し生態系に影響
を及ぼしていた。放送部員は撮影当初、生態系保護の立
場に立って取材を行っていた。撮影が進むにつれて、大
町は昭和電工によって住民の働き口が増え、繁栄してき
たことに放送部員は気づかされる。 
 林(2007)15は、青木湖の取材を通して、｢自分と社会
の関係性｣について子どもたちは考えることができる。
｢知るというのではなく気づく｣ことが重要で、それまで
｢やらされていた｣と思うことが｢気づく｣ことによって
能動的なものへと変化すると述べている。 
 この実践の課題として、最初から気づきを意識して映
像作品をつくっていたことではないことが挙げられる。
この実践は、放送部の実践ということもあり生徒は自ら
映像のテーマを決め、取材先にも出向いている。生徒は、
昭和電工の意見、地域住民の両者の意見を聞くことで地
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域に対する気づきが得られたわけで、授業者はあらかじ
め気づきを意図していたわけではない。これは、映像制
作活動を行うこと自体が目的になっていたため、あらか
じめ気づきを用意する必要がなかったからであると考
える。社会科の｢身近な地域の調査｣という授業時間の枠
組みの中で行う上では、授業者は、生徒が映像制作活動
を通して、どのような気づきを得るのかを意識して取り
組ませることが重要であるといえる。 
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 次に、大学生の実践を先行研究として紹介し、検討す
る。この実践は、大学生が地域で映像制作活動をするこ
とで、地域を見つめる視点が養われたこと、完成した映
像作品を視聴することで地域に対する多様な見方がで
きるようになったことが成果としてあげられる。以下、
実践の内容とその検討である。 
 塚本(2003)16は、2003 年度から、地域のケーブルテ
レビを通じて映像作品を放送することを前提に、地元の
人を紹介する番組｢み～つけた17｣の制作に取り組んで
いる。学内の学生だけではなく広く一般市民を対象とす
ることによって、多様な視聴者を対象にした作品づくり
が行われている。 
 地域の放送メディアに持ち込むことで、まず大きく変
わったのは、学生たち自身に地域住民としての視点が生
まれてくると塚本は述べている。また、塚本ゼミでは、
映像作品を見た視聴者からのフィードバックも計画に
組み込んでおり、制作者が想定しえなかった視聴者の多
種多様な反応を制作者に伝える貴重な機会といえる。 
 社会科｢身近な地域の調査｣において、生徒が地域への
視点をもつこと、その視点に対して意見を言い合うこと
は地域の見方を深めることにつながると思われる。 
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 先行研究の成果と課題を踏まえ、ここでは、社会科｢身
近な地域の調査｣単元において、フィールドワークの中
に映像制作活動を組み込むことを考慮して、授業づくり
を行う際の視点について考える。 
 地域の映像制作活動の実践事例では、地域に対する新
たな気づきや多様な見方ができるようになったことを
生徒・学生の変化から捉えることができた。社会科の授
業の中に映像制作活動を取り入れるには、あらかじめ与
えたい気づきを授業者はあらかじめ用意しておくこと
が必要である。 
 そこで、映像制作活動の撮影対象をどこにするかを決
定することが地域の見方を深めるための一つの鍵とな
る。筆者は、身近な地域に対するわかっているようでわ
かっていない素材を取り上げることを提案する。山口
(1999)18は、身近な素材について取り上げることを以下

のように述べている。 
 
 身近な素材であることは、学習者にとって既知で
もあり未知でもあるという一つの緊張関係を生み
出す。 

 
 ここでの「身近な素材であること」が「既知でもあり
未知でもある」とは、近くに住んでいても案外知らない
ことが多く存在するようなというような意味合いでと
らえることができる。「一つの緊張関係を生み出す」に
ついては、既知でもあり未知である認識の不確定なもの
を教材として、フィールドワークで取り上げることで生
徒の学びの意欲が高まると捉えることができる。銚子に
おいて実験授業校の中学生にとって既知であり未知で
ある身近な素材が何であるのか、生徒に行った事前調査
をもとに検討する。 
 事前調査では、生徒に銚子のイメージを書かせるウェ
ビングを行わせた。ウェビングの結果、銚子に対して抱
くイメージは、海、観光、魚、犬吠埼、ポートタワー、
イオンといった記述が多く見られた。その中で、注目す
べき記述は、生徒の学区にあるにもかかわらずウオッセ
2119がほとんど取り上げられていないことである。クラ
スの 28 人中ウオッセ 21 に対する記述はわずか 4 人で
あった。これはどういうことなのだろうか。以下、生徒
のウェビングをもとに生徒の銚子の見方について考察
する。 
 

 
� � 生徒のウェビングの一例 

 
 このウェビングを見ると、ウオッセ 21 は、観光の中
に位置づけられていることがわかる。確かに、ウオッセ
21 は、観光地として銚子の中でも有名である。ウオッ
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セの来客者数のうち 8割が観光客で、2割が地元の住民
であることからも、観光地として成り立っていることが
うかがえる20。しかし、ウオッセ 21 は、地域住民も商
品を買えるような商店街のような空間にもなっている。
ウオッセで働く関係者は地域住民であるが、何とか地域
の人を呼び込もうとしている。 
 銚子は、歴史的にみると恵まれた自然条件と相まって
地場産業によって栄えたまちである。近年、都心から日
帰りで行ける観光地としてテレビなどのメディアで
多々取り上げられ、銚子は観光地として定着している。
筆者は授業を通して、ウオッセ 21 が観光地である前に
地場産業21が集約している場所であることを生徒に気
づかせたいと考える。そして、映像制作活動を通して生
徒が自分の視点に加え、地場産業に従事する人の視点か
らウオッセ 21 を、銚子を見る視点を捉えさせたい。以
上のことから、ウオッセ 21 を事例地として取り上げ、
｢身近な地域の調査｣単元において映像制作活動を行う。
生徒は、ウオッセ 21 にある店ごとに 4 つの班22をつく
り、映像制作活動に挑戦する。授業は企画、撮影、編集、
上映といった映像制作活動の過程と照らし合わせて行
うものとする。しかし、時間の関係上、編集作業につい
ては、生徒に編集ノート23を渡し、実質的な編集作業は
授業者である筆者が行うよう配慮した。 
 なお、映像制作活動を通して、銚子に対する見方が深
まれば生徒は授業の目標を達成したと捉えることがで
きると考える。 
 また、授業開発をするにあたって、社会科の時間を活
用していることから映像制作活動を行うだけでなく、映
像教材や地域の人をゲストに呼ぶなども併せて行い、銚
子への気づきや視点を養い、地域への見方を深めること
ができるように配慮する。 
 
�������������

・ 映像制作活動を通して、地域への気づきと視点を促
す。 

・ 人に注目して取材を行うことで、地域で働く人への
共感的姿勢を養わせる。 

・ 映像教材を活用して、銚子の基礎知識を取り入れる。 
・ 地域の人をゲストとして招き、地域への思いを感じ

とる。 
・ 編集ノートを活用して、映像制作の時間短縮を図る。 
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 本論が取り上げるのは、筆者が中心となり、2010 年
5 月から 12 月にかけて、ある市立中学校 2年生「社会
科」の時間(全 9 時間)に行った、社会科における映像制
作活動の授業である。 
 受講者は、男子 14名、女子 14名の計 28名である24。

受講者は全員映像制作活動を行ったことはなく、ビデオ
カメラに触れることが初めてという生徒がほとんどで
ある。 
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・ 映像制作活動を通して地場産業に携わる人たちと
関わり、地域への気づきと視点を養う。 
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 授業の大まかな流れは以下のとおりに実施した。 
 

� � 授業の流れ 
時数 内容 留意点 
1 ・銚子のイメージ

をウェビングと
映像教材25を視聴
して膨らませる。 

映像教材では、銚子の映像を
出来る限り生徒に答えさせ
る。映像に出てくる銚子の細
かい特徴にも気づかせるよう
にする。出来る限り銚子の特
徴を網羅できるように、映像
に載せている情報だけでな
く、生徒との会話を通して、
銚子のイメージを膨らませる
ように配慮する。 

1 ・ウオッセ 21 で
働く人をゲスト26

として招き、銚子
の地場産業につ
いて話をしても
らう。 
・ウオッセ 21 で
働く人から、｢ウ
オッセ 21 を PR
するビデオをつ
くってほしい｣と
いう依頼を生徒
が受ける。 
・小学生が制作し
た映像作品27を視
聴する。 
※授業時間外に
班決めを行う。 

・生徒とゲストが話しやすい
雰囲気づくりを心がける。 
 
 
 
 
・地域の大人から依頼を受け
ることは、責任が伴うことで
あると説明する。 
 
 
 
 
・映像制作活動を行うにあた
って。小学生が作成した映像
作品を参考にして、小学生が
つくった映像作品を超えてほ
しいと発破をかける。 

7 ・映像制作活動を
行う。 
 
 
【企画】ロケーシ
ョンハンティン
グ、企画書作成、
絵コンテ作成 

映像制作活動を行う際は、生
徒それぞれが役割を持って活
動に参加できるように配慮す
る。 
・企画では、生徒がテーマに
沿って活動できているか留意
する。ロケハンでは、生徒の
気づきを尊重する。 
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【撮影】ウオッセ
21 に足を運び、
班ごとに撮影を
行う28。 
【編集】撮影した
映像を確認し、編
集する。 

・円滑に撮影が進むように支
援する。 
 
 
・編集ノートを活用して生徒
の意向を汲み取る。 

1 ・制作した映像を
視聴する。 

まとめとして、完成した映像
を見ながら、感想を言い合う。
ウオッセ 21 の関係者にも授
業に参加してもらい、意見を
もらう。 
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 授業は企画、撮影、編集、上映といった映像制作活動
の過程と照らし合わせて行った。活動の様子からは、生
徒がどのようなことを学んでいるのか読み取ることが
難しいため、筆者が印象に残った箇所を授業の活動を記
録したビデオのやりとり、感想や完成した映像作品をも
とに記述する。 
 1 時間目は、筆者が作成した銚子に関する事前映像を
視聴し、銚子がどのようなまちなのかを確認した。映像
を見た生徒は、知っている場所の映像が映ると、その場
所の名前を連呼するなど映像教材に関心を示していた。
映像教材を見せることで、子どもたちにとって銚子につ
いて知っているが、忘れているようなことをおさらいす
ることができた。 
 2 時間目は、ウオッセ 21 で働く K 氏を授業に招き、
銚子の地場産業について話をしてもらった。話は、銚子
が地場産業によって発展してきたまちであることを K
氏自身の生い立ちとともに語るものであった。生徒は、
K 氏の生い立ちについて｢へえー｣とリアクションをと
り、興味深げに聞いていた。K氏は当日、普段仕事の格
好をする赤いジャンパーと鉢巻姿で登場したため、生徒
にとって興味を示す人物になったように思われた。以下、
実際の映像制作活動の様子について記述する。 
 鮮魚店を撮影した班は、威勢の良い店長 K 氏の様子
が印象的だったこともあり、店長の仕事に対する思いを
店長へのインタビューや仕事の様子を交え映像作品に
した。生徒は、店長から仕事の思いを聞くことによって、
地場産業の盛んさについて気づくことができた。完成し
た映像は、仕事の様子として店長がマグロやアジをさば
く姿がおさめられている。また、新鮮な魚の魅力を伝え
るために、試食をするシーンも盛り込まれていた。揚げ
物屋を撮影した班は、ロケーションハンティングの際、
店員の元気さに気づき、なぜ店員は元気であるのかを映
像の中に取り入れることにした。そして、店員の元気さ
が揚げ物のおいしさにつながっているのではないかと
いう考えのもと映像制作活動を行い、映像作品をつくり
上げた。また、撮影時には、店員にインタビューするだ

けでなく、店を訪れる観光客へもインタビューをするこ
とができ、遠方から遙々やってくる観光客の多さに驚い
ていた。以下、揚げ物屋を撮影した班の生徒の感想であ
る。 
 
 銚子には観光客がとても多く、ウオッセはにぎわ
っているが、地元の人は訪れないことを知った(女子
U) 

 
 このような気づきは、授業を通して多くの生徒が書い
ていた。この感想から、ウオッセ21は賑わっているが、
地元の人が訪れていないことを生徒は、取材した客の多
くが銚子の外からの観光客であったということから気
づきを得ることができた。授業では、モノの背景にある
人に注目するように指導したため、生徒は人に着目して、
インタビューを中心とした映像作品をつくりあげるこ
とになった。生徒は、映像制作活動を通して、銚子の地
場産業の盛んさについて生徒なりの切り口で見つめる
ことができていた。 
 

 
�� 事前指導でカメラを扱う生徒の様子 

 

 
�� K 氏が登場する完成した作品のワンシーン 

 

 
�� アジの刺身を試食するシーン 
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�� 観光客へのインタビューの様子 
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 ｢身近な地域の調査｣単元において映像制作活動を行
うことで、以下のような知見が得られた。 
 一点目は、映像制作活動を通して、生徒は自分の視点
に加え、地場産業に従事する人たちの視点で地域を捉え
ることができたことである。揚げ物屋を撮影した班は、
ウオッセ 21 に足を運んだ際、店員の元気の良さに着目
し、なぜ元気なのかを映像制作活動を通して追求しよう
とした。そのような感覚的なことは現地に足を運んでみ
ないと気づかないことであるし、教科書などの文字情報
だけでは得られない視点である。また、ウオッセ 21 全
体を撮影した班は、ウオッセ 21 の抱える問題について
ウオッセ21で働く人の生の声を聞き出すことができた。
現地を訪れることで、観光客は多いが地域の人がいない
ことに気づき、ウオッセ 21 に地域の人が来て欲しいと
いう地場産業従事者の気持ちを映像作品に反映するこ
とができた。また、生徒は地場産業に従事する人たちの
視点ができたことによって、ウオッセ 21 が観光地とし
てだけではなく、地場産業に従事する地域の人が働いて
いる場所であるということにも目を向けることができ
た。 
 二点目は、事後ウェビングの生徒の記述や感想から、
ウオッセ 21 で働く人に対して、かっこいいとかたくま
しい、元気といった印象や、好きといった感情を捉える
ことができたことである。映像には非言語的な側面を訴
える効果があることを本研究において立証できた。とり
わけ、生徒が身近な地域の人に印象や感情をもてたこと
は、地域に対する興味や関心を引き出すことにもつなが
ったと考える。 
 三点目は、映像制作活動を通して、生徒の議論が活発
化したことである。とりわけ、8時間目の編集時には議
論が活発化した。議論が活発化したことには、議論する
材料が映像であったことが起因しているのではないか。
映像は、視覚でうったえることができることから見やす
く、意見を生徒が述べやすかったからであると考える。
従来の｢身近な地域の調査｣単元では、模造紙に調査内容
をまとめて発表を行う傾向があるが、模造紙にまとめて
発表する形式よりも班員全員の参加を促すことができ
たと考える。8時間目の授業終了後、かねまた水産班と
嘉平屋班は、編集作業に妥協を許さず、自主的に放課後

の時間も利用して取り組んでいたことからも議論が活
発化していたことが読み取れた。 
 

 
�� 生徒の事後ウェビングの一例 
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 今後の課題について二点述べる。 
 一点目は、映像制作活動を社会科の授業の中に組み込
むことの困難さが挙げられる。授業では、映像制作活動
を行う側面が濃く出てしまった。映像制作活動には、そ
の活動の中にカメラの使い方やインタビューの仕方と
いった専門的なスキルが内包している。そのスキルを習
得させることに終始時間が取られてしまい、撮影を終え
て出てきた新たな疑問に対して調べる時間を設けるこ
とができなかった。撮影を通して出てきた疑問について
調べ、その調べたことを編集時に反映することができた
のならば、より深く地域を見ることができたと考える。 
 二点目は、映像制作活動と併せて写真や映像教材など
を用いて地域への気づきを促し、仮説を立て地図や資料
の読み取りから地域の検証をし、身近な地域の社会事象
を通して未知の社会事象や地域へ応用し転移できる見
方・考え方を養う事前指導を検討する必要性である。以
下、その点について最終授業時の生徒の感想をもとに考
察する。 
 女子 Uは感想に、｢銚子には観光客がとても多く、ウ
オッセはにぎわっているが、地元の人は訪れないことを
知った｣と書いている。このような気づきは、授業を通
して多くの生徒が書いていた。この感想から、ウオッセ
21 は賑わっているが、地元の人が訪れていないことを
生徒は、取材した客の多くが銚子の外からの観光客であ
ったということから気づきを得ることができた。しかし、
授業では、ウオッセ 21 をＰＲすることを映像制作活動
の目的にしていたため、地元の人が訪れないことよりも
多くの観光客で賑わっているという点を生徒は映像作
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品に反映している。生徒に地元の人が来ないという事実
を気づかせることはできたが、「なぜ地元の人は訪れな
いのだろう」といった疑問を抱かせることができなかっ
た。ウオッセ 21 は地場のものが安く手に入ることから
地元の人が訪れることは十分にあるはずであるにもか
かわらず、地元の人が訪れないのはなぜだろうか。映像
制作活動に入る前に「なぜ」といった疑問をもたせ、仮
説と検証から調べ方を獲得することで未知の社会事象
や地域に対しても見方・考え方を転移する力を身につけ
ることができなかったことが課題である。 
 

���������

 
 前章で述べた事前指導を周知した上で、フィールドに
出て映像制作活動を行い、非言語的な側面を捉えること
から、地域の人への共感的理解が養われると考える。本
実践において、映像制作活動で、身近な地域の人から非
言語的な側面から「好き」「かっこいい」「たくましい」
「元気」など地域の人に対して共感的理解をもたせるこ
とができた。なお、本実践では共感的理解が、地域に参
画する態度に繋がるかどうかは明らかにすることがで
きなかった。しかしながら、授業の感想から、ウオッセ
21 に「働けないかもしれないけど買い物にいこうと思
いました」といった行動に起こそうとする感想も見られ
たことは生徒なりに地域に参画しようとする姿勢と捉
えることもできる。そのほかにも、参画する態度とは関
係がないと思われるが「身近な人との関わりを発見し
た」と感想に書いた生徒もおり、映像制作活動を通して
身近な地域の人との関わりを密にできたことはこれか
ら地域に参画するきっかけになると捉えることもでき
る。また、映像制作活動によって完成した映像を地域で
上映することができれば地域の人に向けてウオッセ 21
を知ってもらうことができる。これは、生徒なりの地域
への参画と捉えることもできる。今後は完成した作品を
地域で上映する機会を設けることまでも視野に入れる
必要性がある。 
 以上から、社会科「身近な地域の調査」単元において
映像制作活動を位置づけるためには、以下に配慮して授
業開発を行う必要がある。まず、写真や映像教材などを
用いて地域への気づきを促し、仮説を立て地図や資料の
読み取りから地域の検証をし、身近な地域の社会事象を
通して未知の社会事象や地域へ応用し転移できる見
方・考え方を養う事前指導を検討する。そして、上記の
事前指導を踏まえ、フィールドに出て映像制作活動を通
して、地域の人から非言語的な側面を捉えることで、地
域の人に対して共感的理解から地域に参画する態度を
養い、地域に対する見方・考え方を深める授業を検討す
ることである。 
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